
▽主な申請条件　本市に住民登録をしていて、
補助対象となる住宅改修を行うこと、かつ市税
の滞納がないことなど。
▽補助件数　400件。
▽補助金額　補助対象工事費の10パーセント
（上限10万円）。
▽申込　直接、住宅課（市役所9階）へ。
▽その他　詳しくは、市 をご覧ください。
問住宅課☎（632）2735
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④

市の補助制度で太陽エネルギーを活用

住宅改修補助（太陽熱利用システムなど） 住宅用太陽光発電システム設置費補助
▽主な申請条件　自ら居住する市内の住宅
(住宅の所在地に住所があること)に機器を設
置すること、かつ市税の滞納がないことなど。
▽補助件数　1,600件。
▽補助金額　1キロワット当たり2万円（上限8
万円）。
▽申込　直接、環境政策課（市役所12階）へ。
▽その他　詳しくは、市 をご覧ください。
問環境政策課☎（632）2408

家庭における太陽エネルギーの種類と活用方法

作り出すエネルギー

エネルギーの利用用途

と導入の効果

太陽熱利用システム（※ソーラーシステム）

システムイメージ

太陽光発電システム

熱（温水など） 電気

■太陽熱によって温められた水を家庭
内の給湯・暖房・冷房の熱源として利
用します。
■ソーラーシステム(集熱面積6平方
メートル・蓄熱槽300リットル)では、標
準家庭が一年間に消費する給湯エネ
ルギーの約95パーセントも節約できる
と言われており、給湯などに使用して
いる灯油やガスの使用量と燃料費を
節約できます。

■太陽光によって作り出した電気を家
庭内の電気製品の電源として利用し
ます。
■発電出力4キロワットの太陽光発電
(設置面積約25平方メートル)では、標
準家庭が一年間に消費する電力の約
70パーセントを太陽光発電でまかなえ
るといわれており、この分の電気代を
節約することができます。
また、使われなかった電気は、売電し、
収益を得ることもできます。

※集熱パネル（集熱器）だけが屋根に設置され、貯湯部（蓄熱槽）は地上に設置されます。集熱パネルで集めた熱を熱媒（不凍液）で地上の貯湯
部まで運び、貯湯部で水に熱を伝えてお湯を作ります。
出典：太陽熱利用システム＝ソーラーシステム振興協会のデータをもとに作成、太陽光発電システム＝太陽光発電協会のデータをもとに作成

太陽エネルギーは、環境にもお財布にもやさしいんだね。
宇都宮らしさを生かして賢くエコな生活をしなくちゃ「もったいない」。

◎この特集についての問い合わせは、環境政策課☎（632）2408へ。
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全
国
各
地
で
、
集
中
豪
雨
、

大
型
化
し
た
強
い
台
風
な
ど
に

よ
る
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が

「
地
球
温
暖
化
」
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
と
は
、
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
が
赤
外
線
の
一
部
を
吸

収
す
る
こ
と
で
、
大
気
や
海
洋

の
平
均
気
温
が
長
期
的
に
上
昇

す
る
現
象
で
す
。

　
18
世
紀
後
半
頃
か
ら
、産
業
の

発
展
に
伴
い
、
人
類
は
石
炭
や

石
油
な
ど
を
大
量
に
消
費
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
こ

の
200
年
間
で
約
35
パ
ー
セ
ン
ト

増
加
し
、
地
球
の
温
度
も
こ
れ

に
比
例
し
て
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
間
の

活
動
が
生
み
出
す
温
室
効
果
ガ

ス
が
、
地
球
温
暖
化
の
一
因
で

あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
疑
う
余

地
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
家
電
製
品
を
使
っ

て
い
な
い
時
に
消
費
さ
れ
て
い

る
待
機
電
力
は
、
家
庭
の
消
費

電
力
量
全
体
の
約
６
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
小
ま
め

に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ
と
は

と
て
も
面
倒
な
こ
と
で
す
が
、

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
で

も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
取
り
組

む
こ
と
で
、
大
き
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
家
庭
で
手
軽
に
で

き
る
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ

と
が
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石

油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の

化
石
燃
料
に
よ
る
供
給
が
80

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
お

り
、
化
石
燃
料
の
利
用
に
伴
っ

て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
近
年
、
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
は
、
太
陽
・
風
・
水
な

ど
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
作

り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
、

一
度
利
用
し
て
も
資
源
を
減
ら

さ
ず
に
、
永
続
的
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
ら
、

電
気
や
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
り
出
す
際
に
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
資
源
の
枯
渇
の

恐
れ
が
少
な
く
、
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
要

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

風
力
発
電
を
設
置
し
た
と
し
て

も
、
年
間
を
通
し
て
風
が
吹
く

時
間
が
短
い
地
域
、
風
力
の
弱

い
地
域
で
は
、
発
電
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
た

め
に
重
要
と
な
る
の
が
、
「
地

域
の
特
性
」
を
知
る
こ
と
で
す
。

本
市
の
場
合
、
年
間
の
日
照
時

間
と
日
照
量
が
豊
富
で
あ
り
、

全
国
的
に
み
て
も
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
有
利
な
地
域
と

い
え
ま
す
。
特
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
多
い
冬
季
の
日
照

時
間
が
豊
富
で
、
本
市
な
ら
で

は
の
地
域
特
性
と
し
て
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
期
待
で

き
ま
す
（
右
の
図
）
。

　
太
陽
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
「
太
陽
の
熱
」
で
す
。
こ

れ
は
、
太
陽
か
ら
得
ら
れ
る
熱

を
そ
の
ま
ま
、
お
湯
や
暖
房
用

の
熱
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で

す
。

　
も
う
１
つ
は
、
「
太
陽
光
」

か
ら
得
る
「
電
気
」
で
す
。
電

気
は
、
家
庭
内
の
電
気
製
品
に

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
特
性
を
知

り
、
生
か
し
、
そ
れ
ら
を
う
ま

く
生
活
に
取
り
入
れ
、
賢
く
エ

コ
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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私
た
ち
の
生
活
が

地
球
温
暖
化
に
大
き
く
影
響

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
も
う
一
つ

の
柱
　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
ず
は
「
省
エ
ネ
」

宇
都
宮
ら
し
さ
を
知
ら
な
き
ゃ

も
っ
た
い
な
い
　

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す

12月～3月までの平均日照時間

※2013年気象データをもとに作成(中核市と比較)

全国的に日照時間の多いと
いわれている豊橋市（愛知
県）よりも豊富であるという
統計データもあります。
宇都宮市➡約211時間
豊 橋 市➡約204時間

「
宇
都
宮
ら
し
さ
」を
生
か
し
て

エ
コ
に
暮
ら
す

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

11

12

13

14

15

10

16
（度）
▼本市の平均気温 出典：気候変化レポート2012「宇都宮地方気象台の平均気温の経年変化」より
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観測場所を移転



▽主な申請条件　本市に住民登録をしていて、
補助対象となる住宅改修を行うこと、かつ市税
の滞納がないことなど。
▽補助件数　400件。
▽補助金額　補助対象工事費の10パーセント
（上限10万円）。
▽申込　直接、住宅課（市役所9階）へ。
▽その他　詳しくは、市 をご覧ください。
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■太陽熱によって温められた水を家庭
内の給湯・暖房・冷房の熱源として利
用します。
■ソーラーシステム(集熱面積6平方
メートル・蓄熱槽300リットル)では、標
準家庭が一年間に消費する給湯エネ
ルギーの約95パーセントも節約できる
と言われており、給湯などに使用して
いる灯油やガスの使用量と燃料費を
節約できます。

■太陽光によって作り出した電気を家
庭内の電気製品の電源として利用し
ます。
■発電出力4キロワットの太陽光発電
(設置面積約25平方メートル)では、標
準家庭が一年間に消費する電力の約
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るといわれており、この分の電気代を
節約することができます。
また、使われなかった電気は、売電し、
収益を得ることもできます。

※集熱パネル（集熱器）だけが屋根に設置され、貯湯部（蓄熱槽）は地上に設置されます。集熱パネルで集めた熱を熱媒（不凍液）で地上の貯湯
部まで運び、貯湯部で水に熱を伝えてお湯を作ります。
出典：太陽熱利用システム＝ソーラーシステム振興協会のデータをもとに作成、太陽光発電システム＝太陽光発電協会のデータをもとに作成

太陽エネルギーは、環境にもお財布にもやさしいんだね。
宇都宮らしさを生かして賢くエコな生活をしなくちゃ「もったいない」。

◎この特集についての問い合わせは、環境政策課☎（632）2408へ。
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効

果
ガ
ス
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
資
源
の
枯
渇
の

恐
れ
が
少
な
く
、
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
要

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

風
力
発
電
を
設
置
し
た
と
し
て

も
、
年
間
を
通
し
て
風
が
吹
く

時
間
が
短
い
地
域
、
風
力
の
弱

い
地
域
で
は
、
発
電
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
よ
く
活
用
す
る
た

め
に
重
要
と
な
る
の
が
、
「
地

域
の
特
性
」
を
知
る
こ
と
で
す
。

本
市
の
場
合
、
年
間
の
日
照
時

間
と
日
照
量
が
豊
富
で
あ
り
、

全
国
的
に
み
て
も
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
有
利
な
地
域
と

い
え
ま
す
。
特
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
多
い
冬
季
の
日
照

時
間
が
豊
富
で
、
本
市
な
ら
で

は
の
地
域
特
性
と
し
て
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
期
待
で

き
ま
す
（
右
の
図
）
。

　
太
陽
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
「
太
陽
の
熱
」
で
す
。
こ

れ
は
、
太
陽
か
ら
得
ら
れ
る
熱

を
そ
の
ま
ま
、
お
湯
や
暖
房
用

の
熱
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で

す
。

　
も
う
１
つ
は
、
「
太
陽
光
」

か
ら
得
る
「
電
気
」
で
す
。
電

気
は
、
家
庭
内
の
電
気
製
品
に

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
特
性
を
知

り
、
生
か
し
、
そ
れ
ら
を
う
ま

く
生
活
に
取
り
入
れ
、
賢
く
エ

コ
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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私
た
ち
の
生
活
が

地
球
温
暖
化
に
大
き
く
影
響

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
も
う
一
つ

の
柱
　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
ず
は
「
省
エ
ネ
」

宇
都
宮
ら
し
さ
を
知
ら
な
き
ゃ

も
っ
た
い
な
い
　

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す

12月～3月までの平均日照時間

※2013年気象データをもとに作成(中核市と比較)

全国的に日照時間の多いと
いわれている豊橋市（愛知
県）よりも豊富であるという
統計データもあります。
宇都宮市➡約211時間
豊 橋 市➡約204時間

「
宇
都
宮
ら
し
さ
」を
生
か
し
て

エ
コ
に
暮
ら
す

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

11

12

13

14

15

10

16
（度）
▼本市の平均気温 出典：気候変化レポート2012「宇都宮地方気象台の平均気温の経年変化」より

1875 1885 1895 1905 1915 1925 1935 1945 1955 1965 1975 1985 1995 2005（年）

年
長期変化傾向
5年移動平均

観測場所を移転


